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ている。非ガウシアン表面の特性を反映する Johnson 曲線に対して Gaussian 曲線をフ
ィッティングすることで、非ガウシアン表面における反射強度 I、表面粗さ Rq および
歪度 Rsk の理論的関係式を導出した。この関係式の妥当性を検証するために、Rq およ
び Rsk の値が異なる様々なサンドペーパに対して、中心周波数 0.35MHz 空気超音波セ
ンサーを用いた垂直入射法による反射率測定を行い、当該関係式から各サンドペーパの
Rq を評価した。評価された Rq は、Rsk が既知である限り、触針法による測定値とよ
く一致したことから、当該関係式の妥当性が検証された。  
 第5 章では、第 4 章の内容を踏まえて、より実用的な、非ガウシアン表面の粗さ評価
法について検討している。具体的には、Kirchhoff 特性関数に Johnson 分布を導入する
ことで、非ガウシアン表面における反射強度 I、表面粗さ Rq および歪度 Rsk の新たな
関係式を導出し、様々な入射角と周波数に対して I、Rq および Rsk の関係を定量的に
調べた。その結果、ある条件下、具体的には Rq が相対的に小さい場合には I に対する
Rsk の影響が無視できること、また、Rq が相対的に大きい場合には I に対する Rsk の
影響が顕著になることが見出された。この特性に着目し、反射強度 I から表面粗さ Rq
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